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 傷 滋力鋼のを影t`ょってみ欧若看に益々多輛ぐたる晨約``ある。たたこの

なの力に力会の14イ!くクぃてにん卜を瑠tオ|`ズタ1た放∠多かによリクくの成果がもたらされ′ カ́

屯暮プログラムのた久|くょっく比棘夕,ふ場に濠tfが有たる嫌,くを′くし、る。 しがしながウ

靱R製を礎なりることのクぃは今`14′始的ネ擁いの漁例な不折杉嬌家が落々塊られる。

り々 型タセな行 為 山こ嬌 にっぃ てイタ猛Кレ`くη かの所 鬼 が あるが′1′Jえば゙材 油縦為 とが修 中嬌

イ の嫌 な着 殊 な廂 家に あ つくに 解ィル″ ジ ,く漁彦14ぁ りえれ 式 |`沐れ ―“`υ曖魚の協 4豚

嘲埓メ媚 `ふ が 多く修1耳 ■ にもメ̀と の縫た を毒入 レなけれ 産ならない。 ^方 M。こa statレoS

の分野 が,″ れ ば この殊 年1夕悠 の M。あetを 久塚 す ること に てはど困 X阻で,ば なく′雅 々の力子

的オ素 と´耗 して各点の 毛 ´メ ント六 |よえノ上の兼夕響 ● を一z卜k考 ぇることが ム未 か″枡 顔1

4た街の1多イレした̀ 午ケて́にそのオ費ガをもえZ}務毅六える̀ 夕栞を4各ることがふえる|  しかレ
M。こ●じハル.レsiS t′̀ぅlくあ欠フてはそのMoaeし . ヵヾ孝`g凛トィオを7tグ〉蛹xὶるもので'あるこ

とが募よ:`′またつ雄ω のイi六 が帝1くふ場ヵヽっここ|く行える′じのイγイビしてめ 長ヽんが

軽魔されてぃるζとが,で多でぁる。 ゎれゎればζの温な鬼之ゲら合成ノ竹MOんOtとしてィん哺
づるためのガ科年のじκ′Moιe♭の製イ〔′かっ処毬ふろlィ多くの'説αの象夕|をκ夕ための衡み竹
晨溝客|くクv、でな夕せレえЙ粂き′『″kの で′それ著lくη゛て孝氏夕`る。

なプマ燿。M。あしにっぃて

合バ者のModeしの1黎製|であセってィ′嵐場|`え験ム

人ること′なら夕lく竹 ∠床放 との旅約比,まk内 を″勁グ

`諄″L身のナL孝をた競 と畑イスしてみぇることが′′軍「●ぁ

リミれらの点がら瑠7ど久搭えの戒材の“庄みみせ|(ク、、で

多れの翡料 1くつしヽて'入験を′子、、レヒまなうJシた。
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Itフ、、くにた毅麦ソヽ1くづ、てレヒ猛後,商'あィズした

吻え壼}くより着タセ′F恙 方匂“′し箱させ るにはパ1灸桁独

として♭0～10嗜Lド 甕みあそゎり,ミのイ凝慶の構復,く贅レ

て解者上たかな2(i軍 4200x!J6俎ン癸)を 発生さと

るkめ と弾勧凌灌米ならがК水教残料 ′のがね合、、が多

ア|レミ″が及↓ι当なものであるとをえ多にた。 1■

蘭衡の派戌|くつしヽでは′1、型豚烙ァング′レタロ、、る場合

ぉょ″た合ィ|くょる場合の鴛夕にηぃて終残"|″′レグ

レ疹丼 でヽよ?く矛痛を|ヤ戌レ鍼験を′̀ク ス.

殊J承
.″ウけ|、っv、くl`猜イ料よりも同翅転よが多く′

1)I″をとの渉“衝レヒをグ埼,ὶる スめ,(瓶蓬レを,くシマイタ`き る
2)主桁濯料tァルミニウム)|く沼 じ怖黎の″牲オレし(■キ7)を 与
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